
新潟県 柏崎市 酒井 俊介

【年 齢】
47歳

【出身地】
新潟県魚沼市

【転出元】
埼玉県戸田市

【前 職】
製造業

【活動時期】
R5.4～R8.3

以前、宮城県石巻市で芸術による震災復興イベントに参加
し、その土地に根付いた文化や食材を見つめ直し、地域内
外の方に提案・発信するという事に関わりました。
それに加えて、パン屋をやりたいという自分の夢の実現を
目指して、模索していました。
どこで・どのようにはじめるか。
どのようにしたら地域に根を張れるか。
ひとつの可能性として、地域おこし協力隊を考え、大好き
な地である新潟を選びました。

【メディア等の取材連絡先】
柏崎市市民活動支援課

（メールアドレス）shien@city.kashiwazaki.lg.jp
（電話番号）0257-43-9127

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/michikusa_betsumata/

パン屋をやります。
ただ、普通のパン屋では勝てないし、興味もありません。
新潟であること、柏崎であること、この土地であることの
必然性や可能性と向かい合い、唯一無二のパン屋になれた
らと思います。
とはいえ、これも簡単なことではありませんね。
しっかり努力・勉強して、地域に根付いた、負けないパン
屋を目指そうと思います。
立派な木造校舎があります。是非、遊びに来てください！

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●パンの製造・販売
パン屋で修業した経験を生かし、地域の風土・食材
を生かして種類豊富なパンを作っています。
作ったパンは喫茶営業に合わせて販売を行っている
ほか、地域外の施設やイベントでの出張販売を行っ
ています。パンの販売を通じて地域を知ってもらい
足を運んでもらうきっかけを作っています。

●木造旧校舎を活用した喫茶営業
地域に残っている木造旧校舎を人が集まる場とする
ため、毎月第2・4の土日曜は食堂、それ以外の金土
日曜は喫茶営業を行っています。
喫茶店営業時には、パンに加え、地元の食材を使っ
たソーセージのホットドッグと、スペシャルティ
コーヒーで、地域内外の方をお迎えしています。

●小麦の試験栽培
地域で新しい農産物を栽培する取り組みを行ってお
り、令和5年の秋から小麦の試験栽培を始めました。
令和6年6月に初の収穫を迎え、収量が少なめでは
あったものの品質検査の結果は十分製品化できるも
のでした。今後は地域の皆さんが中心となり、作付
面積を増やして販売を目指していく予定です。

商品開発・販売
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